
１　事業の成果

２０２２年度事業報告書

令和4年４月１日から令和5年３月３１日まで

特定非営利活動法人ワークライフ・コラボ　

＜全体＞
多様性をまちの強みにするための両立啓発イベント「仕事と暮らしの両立フェスタ」を通じて、団体
初めてのクラウドファンディングを実施。掲げた目標金額をクリアし、セカンドゴールも達成。
共感を得るために声がけをしていくプロセスは、改めて団体の価値となった。また賛助会員から実行
委員会を募り当日まで準備を進めていくエンパワーメント活動で会員の横のつながりもできた。ま
た、事務所（シンオフィス）を年度末に設置、今後中期的にはこの繰延資産を生かした収益・利益獲
得が必須となる。

＜各事業について＞
①はたらく環境を、より良く変えていくワークライフバランス事業
・まつやま働き方改革推進会議事業やまつやま人口減少対策推進会議活動（ライフデザイン）は、多
くの企業や団体等と連携しながら進めるが、計画性について課題が残った。
・自主事業では、講演や研修活動が少しずつ増え始め、県外や大学の授業などSDGｓや人口減少対策に
絡んだものが多い。
②人を育て、マチを育てる次世代育成事業
・まちのがっこうをプラットフォームとした、愛媛県と松山市からの補助事業「休日子どもカレッ
ジ」の学生ボランティア登録が147名となり、学生の成長を応援する事業も検討。
・小学生の探究学習スペース「まちのがっこうプラス」の高学年入校者がなく苦戦。
③人がつながる　コミュニティ形成事業
・「仕事と暮らしの両立フェスタ」は2030年まで年1回実施していく、当団体の活動原点ともいえる
「らしさ」ある第1歩となる活動となった。



２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

自主事業

・まちのがっこうプラス

・まちのがっこう事業

・ワーコラ交流会・カフェ

・キャリアコンサルティング

・企業支援、講演、相談等

(2)　その他の事業

実施なし

ワークライフ
バランスに関
する啓蒙活動
関連事業

4月～
3月

愛媛県内

事業名
(定款に記載
した事業)

事業内容
実施
日時

一般市民、学生、
企業

1,700

目的を同じく
する他の団体
との連携事業

松山市中小企業振興円卓会議専
門部会事業
(まつやまワークワク部)
<松山市の働き方改革推進>

4月～
3月

松山市内 2名
一般市民（県
民）、企業

1,454

目的を同じく
する他の団体
との連携事業

まつやま人口減少対策推進会議
専門部会事業（ライフデザイン
プロジェクト）

4月～
3月

愛媛県内 2名

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
(千円)

事業名
(定款に記載
した事業)

事業内容
実施
日時

実施
場所

従事者
の人数

目的を同じく
する他の団体
との連携事業

愛媛県「三浦保」愛基金事業
<学生サポート>

9月～
2月

松山市内 1名

目的を同じく
する他の団体
との連携事業

松山市休日子どもカレッジ推進
事業
<長期休暇中の小学生の居場所
づくりと地域で子育て支援>

4月～
3月

松山市内 7名
主として松山市内
の小学生のべ1000

名と保護者
6,559

実施
場所

松山市内団体、企
業、愛媛県民

300

5,9765名

従事者
の人数

支出額
(千円)

愛媛県民 452

愛媛県民

16,441

目的を同じく
する他の団体
との連携事業

愛媛県調査研究事業
7月～
2月 愛媛県内 1名


